
千
葉
県
茂
原
市
　
藻
原
寺
所
蔵

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
立
像
修
復
に
関
す
る
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
　
　
岡

千
葉
県
藻
源
寺
・
木
造
釈
迦
如
来
立
像
（
山
門
安
置
）

は
じ
め
に

【
1
】
修
復
資
料
の
概
略

【
二
】
修
復
に
つ
い
て

【l
、

l】
修
復
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
と
考
察

【
四
】
日
蓮
宗
寺
院
に
見
ら
れ
る
類
例

お
わ
り
に

資
料
1
　
胎
内
墨
書

資
料
2
　
胎
内
納
入
品
①
（
墨
書
板
）

資
料
3
　
胎
内
納
入
品
②
（
紙
製
品
）

資
料
4
　
台
座
反
古
紙

修
復
前
・
修
復
後
写
真

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
ぴ
像
修
復
に
関
す
る
報
告
｛
笹
岡
）

直L

美
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は
じ
め
に

　
本
報
告
は
、
立
正
大
学
仏
教
文
化
財
修
復
研
究
・
実
習
室
（
以
ド
、
実
習
室
）

に

お
い
て
、
平
成
一
九
年
に
完
了
し
た
修
復
事
業
に
基
づ
い
て
い
る
。
修
復
の

監

修
を
実
習
室
　
研
究
主
任
・
秋
田
貴
廣
、
修
復
業
務
を
同
室
研
究
員
（
平
成

一
八
か

ら
一
九
年
度
在
籍
者
）
笹
岡
直
美
、
岡
田
靖
、
野
坂
知
世
、
杉
本
｝
成

が

担
当
し
た
。
本
報
告
内
容
は
平
成
一
九
年
五
月
七
口
発
行
の
「
藻
原
寺
所
蔵

　
木
造
釈
迦
如
来
立
像
（
山
門
安
置
）
修
復
報
告
書
」
を
編
集
お
よ
び
追
記
し

た
。

本
躰
＝
　
c
a
大
高
［
頭
頂
か
ら
ホ
ゾ
底
］
…
一
二
二
・
八

像
高
［
頭
頂
か
ら
像
底
］
…
↓
一
六
・
○

台
座
1
1
最
大
高
［
蓮
華
弁
先
か
ら
枢
底
］
・
三
〇
・
○

　
　
　
最
大
奥
［
下
権
右
側
］
…
三
五
・
○

［修復
後
」

　
　
　

総

高
［
頭
頂
か
ら
枢
底
］
…
一
五
三
・
○

　
　
　

本
躰
＝
（
修
復
前
と
お
な
じ
）

　
　
　

台
座
1
1
最
大
高
［
蓮
華
弁
先
か
ら
椎
底
］
…
三
七
・
○

　
　
　
　
　
　

最
大
奥
［
下
櫃
］
…
四
⊥
ハ
・
○

【
1
】
修
復
資
料
の
概
略

資
料
の
所
有
者
　
　
千
葉
県
藻
原
寺
　
貫
主
　
持
田
日
勇

二
．
資
料
に
つ
い
て

　
1
1
－
1
．
名
称
お
よ
び
員
数

　
　
　
釈
迦
如
来
立
像
　
　
本
躰
目

法
量
（
㎝
）

盲
復
亘

躯
　
　
台
座
1
1
一
基

総

高
［
頭
頂
か
ら
椎
底
］
…
一
四
六
・
○

　
山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
己
像
修
復
に
関
す
る
報
眠
日

ltj

岡

二
　
三
．
形
状

　
　
本
躰
は
、
宋
風
の
雰
囲
気
を
持
つ
釈
迦
如
来
立
像
で
、
袈
裟
・
僧
祇
支
・

　
偏
杉
（
へ
ん
さ
ん
）
・
裳
（
裾
）
を
つ
け
る
。
肉
身
部
と
衣
部
は
漆
箔
、

　
頭
部
（
螺
髪
）
は
彩
色
。
唇
は
彩
色
、
目
は
玉
眼
で
表
現
す
る
。
面
部
は

　
面
長
で
、
ま
ぶ
た
が
少
々
重
い
。
鼻
が
長
く
、
口
が
小
さ
い
。
耳
朶
は
環

　
状
、
耳
穴
が
空
け
ら
れ
て
い
る
。
肉
髪
口
は
低
く
、
地
髪
部
が
左
右
に
張
り

　
出
し
、
う
ね
る
よ
う
に
中
央
が
下
が
る
髪
際
線
を
も
つ
。
螺
髪
は
ひ
と
つ

　
ひ

と
つ
が
大
S
で
あ
ら
わ
す
。
右
腕
を
前
方
に
屈
腎
し
手
先
は
胸
前
の
高

　
さ
で
構
え
、
左
腕
は
掌
を
前
方
に
向
け
て
垂
下
し
て
い
る
。
施
無
畏
、
与

　
願
印
。
左
右
指
先
の
爪
は
長
い
。
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
約
五
等
身
ほ
ど
で
、

　
背
中
に
量
が
あ
り
、
側
面
か
ら
見
る
と
猫
背
気
味
に
見
え
る
。
両
足
重
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
九
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目
2

だ

が

左
腰
が

若

干
外
へ
逃
げ
、
上
半
身
が
右
方
向
に
抜
け
る
よ
う
な
動
き

が

み

ら
れ
る
。
衣
は
全
体
に
厚
く
表
さ
れ
、
や
や
堅
い
印
象
を
受
け
る
．
、

　
台
座
は
、
蓮
台
・
反
花
・
枢
座
で
構
成
さ
れ
る
、
、
蓮
台
は
椀
状
の
蓮
肉

に

蓮
華
を
十
方
五
段
で
打
ち
付
け
る
。
緑
色
に
塗
ら
れ
た
蓮
肉
に
白
色
と

薄
紅
色
で
塗
り
分
け
ら
れ
た
蓮
弁
で
表
す
。
反
花
は
鮮
や
か
な
群
青
色
で

塗
ら
れ
、
形
状
は
荷
葉
座
で
表
す
．
。
枢
座
は
木
地
で
、
表
面
を
黒
く
塗
り
、

変
則
六
角
形
で
表
す
。

，

－
四
’
品
質
構
造

［本
趣

・

木
造
（
檜
材
か
）
・
寄
木
造
・
内
剖
あ
り
。
玉
眼
嵌
入
。
随
所
に
割
矧

ぎ
を
用
い
る
。
木
地
に
布
貼
り
を
施
し
、
全
身
に
漆
箔
。

．
螺
髪
は
切
付
で
大
粒
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
毛
筋
模
様
を
刻
み
、
彩
色
。

頭
躰
幹
部
の
主
幹
材
は
前
後
二
材
を
組
み
合
わ
せ
、
内
創
を
施
す
。

・

衣

正
面
の

襟
の

線
に
沿
っ
て
頭
胸
部
を
割
り
矧
ぎ
、
躰
幹
部
と
の
割
矧

ぎ
面
を
含
む
頭
胸
部
の
内
割
全
面
に
、
漆
に
よ
る
布
貼
り
を
施
す
。

・

躰
幹
部
の
左
右
に
側
．
面
材
を
矧
ぎ
寄
せ
。

．

右
袖
は
垂
下
部
分
を
一
度
割
り
離
し
、
内
側
を
彫
る
．
．

・
躰
幹
部
材
と
側
面
材
の
内
剖
面
に
は
、
漆
に
よ
る
布
貼
り
が
さ
れ
る
．
、

な
お
、
頭
胸
部
と
の
割
矧
き
面
に
も
漆
に
よ
る
布
貼
り
が
さ
れ
る
。

・

躰
幹
部
に
は
左
右
側
面
材
の
他
に
、
い
く
つ
か
の
部
材
が
矧
ぎ
寄
せ
る
。

四

右
腕
（
前
縛
半
ば
か
ら
先
）
か
ら
僧
祇
支
垂
下
部
へ
の
部
材
、
右
袈
裟

垂

ド
部
内
側
（
偏
杉
）
の
部
材
、
袈
裟
下
の
裳
か
ら
足
へ
の
部
材
。
両

手
先
・
両
足
先
は
別
材
を
矧
ぎ
つ
け
る
。

百
座
木
造
・
彩
色
。

本1

躰　lil

修

復

男

鏡
ま
呈
讃
繰
態

・

躰
幹
部
か
ら
頭
胸
部
が
外
れ
る
。

・
肉
髪
宋
と
し
て
八
角
形
の
部
材
（
水
品
か
）
が
は
め
込
ま
れ
、
形
と
大

き
さ
が
像
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
通
例
と
異
な
っ
て
い
る
。

・
白
毫
は
欠
朱
。
白
毫
穴
に
は
綿
の
よ
う
な
繊
維
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

・

両
手
先
は
各
々
不
適
切
な
方
向
で
接
着
さ
れ
て
い
た
。
第
一
回
目
の
調

査
に
お
い
て
は
、
両
手
先
と
右
ド
縛
材
が
脱
落
し
て
い
た
。
し
か
し
、

本
物
件
の
搬
出
時
に
お
い
て
は
両
手
先
と
も
に
接
着
さ
れ
て
い
た
（
両

手
先
共
に
指
を
上
に
し
て
掌
を
前
に
し
た
状
態
で
接
着
）
。

・

左
手
第
五
指
先
を
欠
失
．
、

．
本
躰
か
ら
両
足
先
が
外
れ
て
い
た
。

・

蓮
肉
へ
設
置
す
る
足
ホ
ゾ
に
虫
喰
い
が
見
ら
れ
た
。

百
旦

．

本
躰
に
対
し
不
適
切
な
デ
ザ
イ
ン
と
大
き
さ
で
、
過
去
の
修
理
時
に
間

に

合
わ
せ
の
よ
う
な
形
で
組
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。



・
全
体
に
後
補
の
彩
色
が
施
さ
れ
、
そ
の
剥
離
剥
落
が
著
し
い
。
虫
喰
い

や
木
材
の
腐
朽
箇
所
を
覆
い
隠
し
、
損
傷
を
進
行
さ
せ
て
い
た
。

．
反
花
は
本
像
の
台
座
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
の
像
の
台

座
転
用
の
可
能
性
が
あ
る
．
、
（
荷
葉
座
か
？
）

・

蓮
弁
は
洋
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
．
、

・

枢

は
広
葉
樹
材
の
一
枚
板
の
た
め
変
形
し
、
不
安
定
で
あ
っ
た
．
、

三
．
特
記
事
項

［本
旦

・

胸
に

梵
字
の
よ
う
な
記
号
が
陽
刻
さ
れ
て
い
た
。
　
【
写
真
1
】

・

両
手
掌
中
央
に
法
輪
が
陰
刻
さ
れ
て
い
た
、
　
【
写
真
2
・
3
】

・

胎

内
納
入
品
（
墨
書
が
両
面
に
書
か
れ
た
板
・
筒
状
の
紙
製
品
）
を
確

　

認
し
た
。

．

胎

内
の
内
剖
全
て
に
漆
に
よ
る
布
貼
り
が
施
さ
れ
て
い
た
。

’
胸
部
の
内
創
面
に
墨
書
を
確
認
し
た
。

．
頭
部
の
内
側
（
内
剖
而
）
の
正
中
裏
（
白
毫
か
ら
顎
に
か
け
て
）
縦
に

　

蒲
鉾
状
の
盛
り
上
が
り
が
確
認
し
た
。

．

本
像
は
近
世
（
江
戸
時
代
初
期
）
の
制
作
で
あ
る
が
、
構
造
と
造
形
表

　

現
に

鎌
倉
時
代
後
期
に
見
ら
れ
る
様
式
（
割
矧
ぎ
を
多
用
す
る
構
造
・

　

宋
風
を
感
じ
さ
せ
る
造
形
）
と
多
く
共
通
点
が
認
め
ら
れ
た
．
．

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
ぴ
像
修
復
に
関
寸
る
報
告
〔
笹
岡
　

石
座蓮
弁
に
つ
い
て
は
、
当
初
台
座
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

が
、
反
花
と
枢
は
明
ら
か
に
後
補
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
【
’
．
S
F
t
－
】

聾華rptXl’
　
　
　
’
；

．
㌘

ぶ
ド

’

さ

磁
済
ぶ
　
〔
／
“

濠鑓

→

【
写
真
2
】

T
【
写
真
3
】

四
．
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【
二
】
修
復
に
つ
い
て

1
．
修
復
設
計
に
お
け
る
諸
要
件

　

本
像
の
造
形
的
特
徴
は
、
山
梨
県
大
野
山
本
遠
寺
所
蔵
の
木
造
釈
迦
如
来

立

像
（
鎌
倉
時
代
作
）
と
多
く
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
類

似
は
、
形
の
輪
郭
・
姿
勢
・
記
号
的
要
素
な
ど
、
真
似
る
こ
と
が
出
来
る
点

に

お
い
て
で
あ
り
、
彫
刻
作
品
と
し
て
の
造
形
性
そ
の
も
の
は
本
遠
寺
像
と

は
異
な
る
。
両
像
の
制
作
年
代
に
は
開
き
が
あ
り
、
本
像
の
胎
内
墨
書
に
見

ら
れ
る
江
戸
時
代
前
期
（
正
保
二
年
ー
一
六
四
五
年
）
が
、
制
作
年
代
と
し

て
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
．
、

　

本
像
の
木
寄
せ
構
造
は
江
戸
時
代
に
多
い
挿
首
や
箱
組
み
で
は
な
く
、
中

世
に
多
く
見
ら
れ
る
割
矧
ぎ
を
多
用
し
た
構
造
で
、
内
剖
に
は
全
面
布
貼
り

を
施
す
大
変
に
丁
寧
な
仕
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
胸
に
梵
字
の
よ
う
な
三
つ
の
記
口
7
7
が
陽
刻
さ
れ
、
両
掌
に
は
法
輪

が

陰
刻
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
釈
迦
像
は
、
現
在
い
く
つ
か
の

日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
本
像
に
は
造
像
の
経
緯
に
特
殊
な
事
情
を
推
察
さ
せ
る
要
素
が

多
い
。
鎌
倉
期
の
彫
刻
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
造
立
時
に
は
再
現
す

　
べ
き
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
像
、
つ
ま
り
本
遠
寺
像
ま
た
は
そ
れ
に

近

し
い
造
形
的
特
徴
を
持
つ
像
の
存
在
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

四
．

何
ら
か
の
歴
史
的
経
緯
と
そ
れ
に
と
も
な
う
宗
教
的
必
要
性
か
ら
、
本
像
の

造
立

に

は
「
復
刻
」
な
い
し
「
模
刻
」
が
意
図
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
．
、

特
殊
な
造
形
要
素
と
背
景
に
あ
る
特
殊
な
事
情
は
、
歴
史
資
料
性
と
い
う
点

に

お
い
て
も
本
像
が
非
常
に
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
．
修
復
方
針

　
　
本
修
復
の
主
な
目
的
は
、
像
の
自
立
安
定
を
図
り
、
礼
拝
お
よ
び
公
開
活

　
用
に
耐
え
る
強
度
的
安
定
状
態
を
復
す
る
も
の
と
し
た
．
、

　
　
像
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
損
傷
状
態
か
ら
解
体
は
必
要
な
い
と
判
断
で
き

　
た

た

め
、
足
元
の
強
度
回
復
を
主
眼
と
し
た
措
置
を
行
っ
た
．
、
肉
髪
朱
に
つ

　
い

て

は
、
形
と
大
き
さ
が
通
例
と
異
な
る
が
、
現
状
の
八
角
形
の
加
工
に
は

　
何
か

の

意
図
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
修
復
に
お
い
て
は
現

　
状
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　
台
座
に
つ
い
て
は
、
部
材
を
全
解
体
の
上
、
原
則
的
に
現
状
の
部
材
を
使

　

用
し
、
不
足
な
部
材
を
新
補
し
て
組
直
す
も
の
と
し
た
o

　
　
そ

の

上

で
、
胎
内
納
入
口
m
に
対
す
る
保
存
措
置
と
像
内
部
の
墨
書
の
記
録

　

を
行
っ
て
、
資
料
的
情
報
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
修
復
過
程
で
得
ら
れ
た

　
情
報
な
ど
を
照
合
・
関
連
づ
け
て
本
像
の
由
来
や
経
歴
を
で
き
る
限
り
解
明

　
す

る
こ
と
を
め
さ
す
も
の
と
し
た
。



111
’
主
な
修
復
上
程

　
1
1
1
－
　
1
　
’
本
躰

　
　
①
修
復
前
写
真
撮
影

　
　
　
　
フ

ィ
ル
ム
（
3
5
㎜
）
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
。

②
近
接
調
査

　
　
詳
細
法
量
お
よ
び
修
復
前
の
損
傷
状
態
を
細
微
に
調
査
記
録
。

③
納
入
品
の
取
出
し
と
調
査

　
　
頭
胸
部
を
体
部
よ
り
外
す
と
胎
内
に
二
点
の
納
入
品
を
確
認
し
た
。

　
　
納
入
品
1
1
紙
製
品
1
1
一
巻
・
墨
書
板
1
1
一
枚

④
納
入
品
へ
の
措
置

　
　
紙
製
品
1
1
専
門
家
に
依
頼

　
　
墨
書
板
1
1
水
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
て
ク
リ
－
ニ
ン
グ

⑤
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
と
X
線
に
よ
る
頭
部
の
内
部
調
査
【
写
真
4
】

　
　
肉
眼
で
確
認
で
き
な
い
頭
部
内
を
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
で
調
査

　

し
た
と
こ
ろ
、
面
部
の
正
中
裏
（
白
毫
か
ら
ア
ゴ
）
に
蒲
鉾
状
の
盛
り

　
上
が

り
を
確
認
し
た
。
そ
の
部
位
に
も
布
貼
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
玉

　
眼

を
止
め
る
た
め
の
材
な
ら
ば
、
両
眼
裏
に
横
方
向
で
配
さ
れ
る
の
が

　
　
　
　
山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
白
．
像
修
復
に
関
す
る
報
告
⌒
笹
岡
）

通
例
で
、
こ
の
材
は
縦
方
向
に
（
上
下
に
長
く
）
設
置
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
得
る
た
め
、
X
線
照
射
に
よ
る
撮
影
を
行
っ
た
。

画
像
上
で
材
の
確
認
は
出
来
た
が
、
納
入
品
の
存
在
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
．
、
た
だ
し
X
線
が
透
過
し
て
し
ま
う
素
材
が
封
印
さ
れ
て
い
る
場
合

は

フ

ィ
ル
ム
で
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

←

【
写
真
▲
】
頭
胸
部
の
X
線
写
真

wコ　　　　　　　チ　らら　　　　　　しベリ

．へ↓：三・蟻液ジ

、一テw　　　　　　　　　　　　t．e

∵犠簿鎌1ξ
　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　ジゴま

㌔額塵
‘薄避／

護　　　・☆
影　　㌢∵

、∵　いべ　　’・

⑥
部
材
の
新
補
と
設
置

　
　
左
手
第
五
指
（
檜
材
）

お
よ
び
白
毫
（
水
晶
）
を
新
補
し
た
。

四
．
’



法
華
文
化
研
究
〔
第
．
．
，
ト
五
ロ
リ
〕

〔

7
足
ホ
ゾ
の
強
化

　
　
両
足
の
ホ
ゾ
は
虫
喰
い
が
甚
だ
著
し
く
、
本
躰
を
支
え
る
強
度
が
不

　

十
分
で
あ
っ
た
。
強
度
回
復
の
た
め
、
両
足
ホ
ゾ
に
ア
ク
リ
ル
樹
脂
で

　
木
質
の
含
浸
補
強
を
行
い
、
虫
穴
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
（
以
下
、
エ
ポ
キ

　

シ
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
充
填
材
を
つ
め
た
．
、

［

β
脱
落
部
材
の
再
接
合
と
各
所
微
調
整

　

e
両
足
先
と
足
ホ
ゾ
【
写
真
5
～
8
】

　
　
　
足

先
と
ホ
ゾ
は
特
徴
的
な
構
造
で
あ
っ
た
た
め
、
組
み
上
げ
と
本

　
　
躰
へ
の
設
置
を
同
時
に
行
っ
た
／
／

　
●

両
手
先
【
写
真
9
・
1
0
】

　
　
　
両
手
首
は
近
々
の
修
理
で
不
適
切
な
接
着
を
さ
れ
て
い
た
．
、
接
着

㌻麟

　　　　　　▼老

し調
　　　　　　　　　　　　　

あ

T
【
写

真
5
】
右
足
先

Nnynyml，

F㍗ラ》
’

【

h
　
】
蟻
ホ
ソ

シ事

s

三3
竺
足　ヂ

先ゾ
没ノ
｛
撲

1川

→

【
写

貞
8
】
己
E
没
置
麦

面
に
は
、
黒
い
膠
と
近
々
に
使
用
さ
れ
た
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系

と
み
ら
れ
る
接
着
剤
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
除
去
し
て
か
ら
、

左
手
先
と
本
躰
と
の
間
に
竹
製
ダ
ボ
を
新
た
に
付
加
し
、
エ
ポ
キ
シ

を
点
付
け
使
用
で
接
着
し
た
、
手
首
の
設
置
角
度
決
定
は
、
腕
か
ら

の

形
の
流
れ
を
妨
げ
な
い
角
度
で
、
矧
面
同
十
の
設
置
而
が
最
も
広

い
位
置
と
し
た
、

　
右
手
先
に
つ
い
て
は
、
解
体
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
回
避
を
優
先
し
、

後
世
の
付
け
直
し
を
採
用
し
た
一
、



ゼ

ぶ
熟
濠
漁
紗
舞
ペ
ミ
弐
竺
三
叙
竃
㌔
c
．
…

→

【
写
真
9
】
措
置
前

1
【
写
真
1
0
】
措
置
後

　
　
　

蘂
濠

　
　

忽
慈
方

・

響
鍵
召
。
、
縛
灘

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
ぴ
像
修
復
に
関
丁
る
報
告
「
笹
岡
）

9
胎
内
納
入
品
の
再
納
入
【
写
真
1
1
・
1
2
】

　
　
胎
内
納
入
品
〔
紙
製
口
㎜
と
残
片
等
）
と
修
復
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ

　
た

も
の
（
台
座
よ
り
…
後
補
彩
色
・
心
棒
・
釘
な
ど
）
を
そ
れ
ぞ
れ
和

　

紙
に
梱
包
し
名
称
を
明
記
し
た
上
で
、
本
修
復
記
録
を
記
し
た
桐
箱
に

　
納
め
、
墨
書
板
と
と
も
に
胎
内
へ
納
入
し
た
。

→

【
写
真
1
1
】

→

【写
真
1
2
】

⑩
修
復
後
写
真
撮
影
（
台
座
共
に
）

　

　
フ
ィ
ル
ム
（
中
判
6
・
7
、
3
5
㎜
）

c
，a．
l
g
s
，
x
復
報
告
書
作
成

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
。

四
五



三
ー
1
1
．≠∧三テ．1紬・…・
　
法
華
文
化
研
究

台
座

門

撫
（
第
三
十
五
号
〕

愚
．
．

ぷ≡　　踊、　t，t

i．xLm5鎌

1
【
写
真
1
4
】
修
復
後

①
修
復
前
写
真
撮
影
【
写
真
1
3
】

　
　
フ

ィ
ル
ム
（
3
5
㎜
）
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
。

②
近
接
調
査

　
　
全
体
に
虫
喰
い
と
木
材
の
腐
朽
が
甚
だ
し
く
、

　
が

不
足
し
、
構
造
的
に
も
不
安
定
で
あ
っ
た
。

本
躰
を
支
え
る
強
度

③
全
解
体
【
写
真
1
5
～
1
7
】

　
　
蓮
弁
・
蓮
肉
・
反
花
・
枢
・
心
棒
を
全
解
体
し
、

錆
び

た

鉄
釘
や
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

朽
し
た
竹
釘
な
ど
を
す
べ
て
除
去
し
た
．
。
ま
た
、
虫
喰
害
と
木
材
の
腐

朽
に
よ
り
矧
目
が
緩
ん
て
い
た
た
め
、
各
部
材
を
一
旦
解
体
し
ク
リ
ー

ニ

ン
グ
を
行
っ
た
t
t

咋

E

藻

門
‘
E ナ

白

1．）

　
蓮
「
狂

解
体

竺2
：

只
16

　
反
花

寒

⌒
i
L

°

　フ’

肖’

17

　
枢
座



④
後
補
彩
色
の
除
去
と
当
初
漆
箔
層
の
剥
落
止
め

　
　
彩
色
は

近
々
の
修
理
に
よ
る
後
補
と
見
ら
れ
、
本
躰
と
の
バ
ラ
ン
ス

　
に

お
い
て
不
適
切
だ
っ
た
。
虫
喰
や
木
材
の
腐
朽
を
覆
い
隠
す
よ
う
に

　
施

さ
れ
、
損
傷
を
進
行
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
彩
色
を
す

　
べ
て
除
去
し
た
。
そ
の
下
か
ら
、
当
初
と
見
ら
れ
る
漆
箔
が
部
分
的
に

　
発
見

さ
れ
た
。
残
存
面
積
は
非
常
に
少
な
く
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
ア

　

ク
リ
ル
樹
脂
に
て
剥
落
止
め
処
置
を
行
っ
た
。

た
　o

し
、

取
り
付
け
に
必
要
な
強
度
を
得
る
と
と
も
に
、
形
状
の
維
持
を
図
っ

⑦
形
状
損
害
箇
所
の
充
填
整
形
と
補
彩
【
写
真
1
8
～
2
0
】

　
　
材
質
補
強
と
虫
喰
箇
所
の
充
填
処
置
後
、
形
を
失
っ
て
い
る
部
分
に

　
対

し
、
人
工
木
材
で
復
原
的
に
形
を
補
っ
た
。
こ
れ
は
形
状
と
強
度
の

　
両
方
を
回
復
す
る
効
果
を
得
る
。
新
補
部
分
に
は
補
彩
を
行
っ
た
。

⑤
材
質
補
強

　
　
椎
を
除
く
部
材
の
す
べ
て
に
虫
喰
と
木
材
の
腐
朽
が
み
ら
れ
た
。
再

　
使
用
に
必
要
な
強
度
を
補
う
た
め
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
よ
る
材
質
補
強

　
（
樹
脂
含
浸
）
を
行
っ
た
。
樹
脂
添
加
に
よ
る
木
地
の
変
色
を
最
小
限

　
に

抑
え
る
配
慮
か
ら
低
濃
度
溶
液
を
数
回
に
分
け
て
使
用
し
た
。
た
だ

　

し
蓮
肉
材
は
本
躰
を
支
え
る
強
度
が
必
要
で
、
修
復
後
は
像
容
に
対
し

　
て

視
覚
的
に
影
響
の
な
い
位
置
に
組
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要

　
強
度
の
獲
得
を
最
優
先
し
、
高
濃
度
溶
液
の
樹
脂
を
使
用
し
た
。

⑥
虫
喰
箇
所
の
充
填

　
　
虫
喰
害
に
よ
っ
て
無
数
の
穴
が
空
い
た
材
は
、
わ
ず
か
な
押
圧
で
形

　
が
崩
れ
落
ち
、
樹
脂
含
浸
処
置
だ
け
で
は
加
重
や
再
取
り
付
け
に
耐
え

　

る
強
度
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
穴
に
充
填
材
を
注
入

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
立
像
修
復
に
関
す
る
報
告
（
笹
岡
）

→

【
写
真
1
8
】
蓮
弁
（
M
）
措
置
前

→

【
写
真
2
0
】
補
彩
後

→

［
写
真
1
9
】
充
填
整
形

四
七



法
華
文
化
研
究
｛
第
、
．
ー
圧
旦
三

［

8
一
台
座
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
設
計

　
　
本
像
は
山
門
上
の
限
ら
れ
た
空
間
に
安
置
さ
れ
る
、
．
最
低
限
の
必
要

　

様
式
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
状
の
部
材
の
使
用
を
原
則
と
し
、
像
の
安

　
全
と
設
置
空
間
と
の
調
和
を
最
優
先
に
、
台
座
の
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
を

　
行
っ
た
．
、
敷
茄
子
・
受
座
・
枢
座
の
後
半
分
・
隅
足
・
心
棒
を
新
た
に

　
補

う
こ
と
と
し
た
。

σ
ム
［
座
〔
新
補
　
部
分
の
制
作
L
」
補
ひ
杉

　
　
新
補
部
分
を
国
産
檜
材
に
て
制
作
し
、

補
彩
を
行
っ
た
。

⑩
組
上
げ
【
写
真
2
1
～
2
3
】

　
　
解
体
し
た
蓮
弁
四
六
枚
は
元
の
位
置
に
そ
の
ま
ま
戻
せ
る
も
の
と
、

　

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
仮
葺
き
を
し
て
角
度
調
整
や
最
終
的

　

な
位
置
を
決
め
、
他
の
部
材
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
．
。
鉄
釘
は
将
来

　

的
に
腐
食
に
よ
っ
て
木
材
を
痛
め
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
取
り
付
け
に

　

は
真
鍮
釘
を
使
用
し
た
。
蓮
肉
と
蓮
弁
の
設
置
面
に
必
要
に
応
じ
て
薄

　
板

を
差
込
み
【
写
真
詑
】
、
蓮
弁
を
葺
く
角
度
を
調
整
し
た
【
写
真

　
2
3
】
。

四
八

門
写
白：

21

　

臼’t三
ナ
r‘r

9ヲ

　

㍗→

【
写
真
2
3
】

｛／

　
’
＃
連
弁
の
配
置
換
え
に
つ
い
て

　
　
全
解
体
に
あ
た
り
、
す
へ
て
の
蓮
弁
に
は
符
番
記
録
し
、
組
ヒ
げ
る
に
は
で
き

　
る
た
け
’
兀
の
位
置
に
戻
す
こ
と
と
し
た
．
た
た
し
、
明
ら
か
に
位
置
が
不
適
切
な

　
も
の
は
移
動
し
、
損
傷
の
度
合
に
よ
っ
て
葺
く
位
置
を
決
定
し
た
（
形
の
損
傷
が

　
軽
微
な
も
の
を
優
先
的
に
正
面
側
へ
葺
く
等
）



⑪
各
段
の
組
上
げ
お
よ
び
本
躰
と
の
設
置
調
整

　
　
蓮
台
、
敷
茄
子
、
受
座
、
反
花
、
隅
足
を
取
り
付
け
た
椎
座
に
新
た

　

な
心
棒
を
通
し
、
組
み
上
け
た
。
像
を
仮
設
置
し
、
そ
の
角
度
や
視
線

　

を
微
調
整
し
た
。
枢
座
材
自
体
が
大
き
く
ゆ
が
ん
で
お
り
、
本
躰
を
設

　
置
す
る
と
傾
く
。
そ
こ
で
八
箇
所
の
隅
足
の
高
さ
を
変
え
、
全
体
が
水

　
平
に
（
視
覚
的
に
）
設
置
で
き
る
よ
う
調
整
し
た
。

⑫
反
故
紙
の
保
存

　
　
反
花
材
の
矧
目
部
分
に
反
故
紙
が
使
わ
れ
て
お
り
、

　
時
代
の

郵
便
封
筒
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
専
門
家
に
よ
る
処
置
後
に
別
保
存
と
し
た
．
、

こ
れ
ら
は
明
治

⑬
修
復
後
写
真
撮
影
（
本
躰
共
に
）
　
【
写
真
1
4
】

　
　
フ

ィ
ル
ム
（
中
判
6
×
7
、
3
5
㎜
）
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
。

宜
修
復
報
告
書
作
成

【
1
i
l
】
修
復
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
と
考
察

　
本
像
は
外
見
に
特
徴
が
あ
る
と
と
も
に
、
胎
内
か
ら
像
に
関
連
す
る
資
料
の

発

見
も
あ
っ
た
。
修
復
を
通
し
て
判
明
し
た
事
柄
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
考
察
を

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
立
像
修
復
に
関
す
る
報
告
へ
笹
岡
）

記す
．
、

胸
部
の
陽
刻
と
両
手
掌
の
法
輪
陰
刻
【
写
真
1
～
3
・
2
4
】

　
本
像
に
は
、
胸
部
中
央
に
梵
字
の
よ
う
な
一
二
つ
の
記
号
の
陽
刻
【
写
真

2
4
】
胸
の
陽
刻
　
、
左
右
の
掌
に
法
輪
の
陰
刻
が
な
さ
れ
る
。
胸
部
の
記

号
の
意
味
は
「
卍
」
で
あ
り
吉
祥
万
徳
を
表
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た

が
、
そ
の
具
現
化
の
意
図
や
頒
布
範
囲
な
ど
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な

い
o
こ
の
よ
う
な
作
例
は
、
日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
は
山
梨
本
遠
寺
・
釈

迦
如
来
立
像
、
京
都
本
法
寺
・
釈
迦
如
来
坐
像
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
．
．
本

遠
寺
・
釈
迦
如
来
立
像
と
本
像
は
外
見
的
特
徴
が
酷
似
し
、
そ
の
共
通
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
本
遠
寺
・
釈
迦
像
を
手
本
と
し
て
本
像

→

【
写
真
2
4
】

が

制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
　
と
考
え

ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

本
遠
寺
像
は
文
永
三
年
（
一
二
六
六

年
・
鎌
倉
時
代
／
作
法
橋
覚
慶
）
、
本
像

は
正
保
．
一
年
　
（
l
六
四
五
年
・
江
戸
時
代

／
大
佛
師
兵
部
衛
康
與
作
之
）
が
記
さ
れ
、

そ

こ
に
は
制
作
年
代
の
開
き
が
あ
り
、
本

像
と
の
関
係
は
現
時
点
に
お
い
て
は
未
解

明
で
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。
仮
定
と

し
て
、
藻
原
寺
に
か
つ
て
本
遠
寺
像
と
同

四
九



一
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第
．
．
－
r
九
号
　

様
の
特
徴
を
も
つ
像
が
存
在
し
、
本
像
が
そ
れ
を
復
元
し
た
像
と
推
測
す

る
な
ら
は
、
本
像
が
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
こ
と
に
無
理
の
な
い
説

明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
、

胎

内
墨
書
（
資
料
1
参
照
）

　

胸
部
内
割
に
朱
漆
で
制
作
年
代
と
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
「
正
保

二
年
十
月
吉
日
」
に
、
京
都
七
条
仏
所
系
列
の
大
仏
師
で
あ
る
兵
部
衛
・

康
與
が
造
っ
た
と
し
め
さ
れ
て
い
る
。
「
兵
部
衛
」
は
仏
師
の
役
職
や
な

ん

ら
か
の
位
を
表
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
時
代
の
造
形
的
な
特
徴
と
銘

の

時
期
が
一
致
し
て
お
り
、
本
像
の
制
作
年
代
は
正
保
二
歳
口
一
六
四
五

年
乙
酉
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
．
、

　
康
與
と
い
う
名
は
京
都
七
条
仏
師
の
系
図
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
．
、

r本
朝
大
佛
師
正
統
系
圖
井
末
流
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
．
一
代
康
正
の
弟
子

に

康
與
と
い
う
名
が
み
え
る
。
初
代
か
ら
三
七
代
お
よ
び
そ
の
傍
流
を
記

す

系
図
に
康
與
と
い
う
名
は
一
人
だ
け
で
あ
る
o
た
だ
し
、
康
與
は
京
都

七

条
仏
師
の
正
統
後
継
者
で
は
な
い
た
め
、
生
年
や
没
年
に
つ
い
て
記
さ

れ

て

は
い
な
い
。
そ
こ
で
活
動
時
期
を
、
師
匠
で
あ
る
康
正
の
没
年
・
元

r
e
七
年
　
（
1
六
二
一
年
）
と
、
同
門
で
正
統
後
継
者
で
あ
る
第
二
二
代
康

猶
の
没
年
・
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
年
）
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
る
と
、

本
像
に
記
さ
れ
た
正
保
二
年
二
六
四
五
年
）
が
制
作
年
も
し
く
は
納
品

年
と
推
測
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

五
一

　
康
正
に
つ
い
て
は
、
東
寺
大
仏
師
職
に
関
す
る
資
料
の
中
に
見
出
す
こ

と
が
出
来
る
。
資
料
を
ま
と
め
た
文
献
に
よ
れ
は
、
康
正
は
天
正
五
年

（

1
五
七

七

年
）
に
東
寺
大
仏
師
職
に
補
任
、
ま
た
東
寺
金
堂
本
尊
の
薬

師
三
尊
像
造
像
の
年
に
息
子
の
康
猶
が
大
仏
師
職
に
補
任
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
東
寺
金
堂
の
薬
師
三
尊
像
は
元
々
延
暦
一

五
年
（
七
九
六
年
）
に
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
文
明
一
八
年
　
（
1
四
六

六

年
）
に
焼
失
す
る
が
、
そ
の
後
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
年
）
か
ら
九

年
間
を
か
け
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
復
興
は
康
正
工
房
に
よ

る
。
京
都
・
東
寺
金
堂
本
尊
の
薬
師
三
尊
像
の
頭
部
に
納
入
さ
れ
た
木
札

に

康
正
の
銘
や
、
台
座
に
配
さ
れ
た
十
二
神
将
像
内
部
に
、
康
正
の
弟
で

あ
る
康
理
、
康
正
の
息
子
の
康
猶
・
康
英
（
猶
子
）
、
そ
の
他
小
仏
師
の

銘
が
近
年
の
修
理
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　
康
與
に
関
す
る
記
述
は
、
東
寺
大
仏
師
職
関
連
の
資
料
や
東
寺
金
堂
薬

師
三
尊
像
お
よ
び
十
二
神
将
の
胎
内
墨
書
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

お
そ
ら
く
は
康
與
が
東
寺
造
像
に
関
わ
る
立
場
に
す
で
に
い
な
か
っ
た

（独
立
し
て
い
た
）
と
推
測
す
る
。

　
康
正
工
房
の
作
風
は
、
東
寺
金
堂
像
の
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
基

本
的
に
鎌
倉
彫
刻
の
作
風
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
造
形
性
を
鎌
倉

時
代
の
彫
刻
作
品
と
比
較
す
る
と
、
平
板
で
あ
り
形
に
多
少
の
破
綻
が
み

ら
れ
る
．
、
こ
う
し
た
傾
向
は
本
像
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
制
作
者

の

康
與
が
康
正
工
房
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
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胎
内
納
入
品
（
↓
目
墨
書
板
（
資
料
2
参
照
）

　
長
方
形
の

短
辺
の

一
方

を
三
角
形
に
し
、
そ
ち
ら
を
上
部
と
し
て
、
縦

書
き
の
墨
書
を
表
裏
に
あ
ら
わ
す
。
表
面
に
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
南

無

澤
迦
牟
尼
佛
」
と
r
妙
法
蓮
華
経
讐
喩
品
第
三
」
の
一
部
が
書
か
れ
、

裏
面
に
は
「
尊
像
造
立
施
主
」
と
し
て
諸
々
の
情
報
が
記
さ
れ
る
。

　
板
の
裏
面
に
は
筆
跡
の
異
な
る
一
．
種
類
の
年
号
（
延
宝
三
年
乙
卯
1
1
一

六
七
五

年
・
宝
暦
五
亥
歳
‖
一
七
五
五
年
乙
亥
）
が
記
さ
れ
る
。
宝
暦
年

間
の
記
載
に
つ
い
て
は
胎
内
に
記
さ
れ
た
年
代
か
ら
＝
○
年
の
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
修
復
時
の
年
号
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
し
か
し
1
方

の

延
宝
年
間
の

記
載
は

胎
内
墨
書
の
年
号
と
三
〇
年
の
差
が
あ
り
、
制
作

時
の
納
入
品
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
墨
書
板
が

記

さ
れ
た
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
宝
暦
年
間
の
名
前
に
つ
い
て
、
「
十
二
月
日
　
善
了
代
」
と
読
む

べ

き
か
、
「
十
二
月
　
日
善
了
代
」
と
読
む
べ
き
か
が
未
解
明
の
点
と
し

て

残
っ
た
。
た
だ
し
日
蓮
宗
寺
院
大
観
に
よ
れ
ば
、
日
善
と
い
う
歴
代
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

胎
内
納
入
品
2
卜
紙
巻
（
資
料
3
参
照
）

　
像
内
部
の
底
よ
り
発
見
さ
れ
た
紙
製
品
は
、
南
無
澤
迦
牟
尼
佛
と
書
か

れ

た
包
み
紙
の
中
に
、
題
目
と
花
押
の
書
か
れ
た
和
紙
、
「
妙
法
蓮
華
経

方
便
品
第
二
・
寿
量
品
第
十
六
」
が
巻
い
て
納
め
ら
れ
て
い
た
。
墨
書
の

　
　
　
　
山
門
安
置
末
造
釈
迦
如
来
白
．
像
修
復
に
関
す
る
報
告
（
笹
岡
）

五
．

六
．

末
尾
に
「
寛
永
十
九
壬
午
八
年
日
」
1
1
一
六
四
二
年
と
記
さ
れ
て
お
り
、

本
像
に
関
連
す
る
年
号
の
中
で
は
も
っ
と
も
古
い
年
代
で
あ
る
。
胎
内
墨

書
の
年
号
の
三
年
前
に
あ
た
る
が
、
こ
の
時
期
に
造
立
を
祈
願
し
た
、
あ

る
い
は
発
注
し
た
年
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

台
座
反
故
紙
（
資
料
4
参
照
）

　
反
花
の
後
補
彩
色
を
除
去
し
た
際
、
矧
目
に
貼
ら
れ
て
い
た
反
故
紙
に

文
字
が
確
認
さ
れ
た
。
修
復
に
よ
り
、
明
治
時
代
の
封
筒
紙
と
切
手
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
．
）
封
筒
紙
に
は
千
葉
県
山
武
の
正
法
寺
住
職
荒
居
養

寿

と
記
さ
れ
、
こ
の
人
物
は
藻
原
寺
歴
代
七
七
世
と
判
明
し
た
。
反
花
材

が

転
用
材
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
出
所
を
探
る
手
掛
か
り
と
考
え
ら
れ

る
。

台
座

　
部
材
を
全
解
体
し
後
補
彩
色
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
台
座
制
作
当
初
と

思
わ

れ

る
泥
下
地
漆
箔
層
が
出
現
し
た
。
蓮
弁
は
虫
喰
害
や
木
材
腐
朽
が

進
ん
で
い
た
が
、
丁
寧
に
彫
ら
れ
質
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
反
花
か
ら

は
、
蓮
弁
と
同
じ
よ
う
な
泥
下
地
漆
箔
の
下
地
が
出
現
し
た
が
、
本
像
の

反
花
と
す
る
に
は
大
き
さ
や
デ
ザ
イ
ン
が
不
適
切
で
、
反
花
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
荷
葉
で
、
他
像
か
ら
の
転
用
の
可
能
性
が
高
い
。
反
花
の
　
反

花
の
下
に
設
置
さ
れ
る
黒
く
着
色
さ
れ
た
厚
い
↓
枚
板
は
、
本
像
の
た
め
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に
用
意
さ
れ
た
枢
と
は
言
い
難
く
、
反
花
同
様
に
他
像
か
ら
の
転
用
も
し

く
は
間
に
合
わ
せ
の
よ
う
な
形
で
取
り
付
け
ら
れ
た
と
推
測
す
る
。

僧
形
像
の
存
在
【
写
真
2
5
・
2
6
】

　

本
像
を
修
復
す
る
に
あ
た
り
、
藻
原
寺
の
山
門
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る

諸
仏
の

調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
躰
の
僧
形
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
二
躰
は
老
僧
【
写
真
2
5
】
と
若
僧
【
写
真
2
6
】
で
、
こ
れ
ら

に

は
〔
ユ
本
像
と
作
風
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
、
（
2
二
．
一
躰
共
に
↓
見
鎌
倉
時

代
の
彫
刻
と
見
え
る
も
の
の
、
要
素
や
構
造
を
模
倣
す
る
近
世
の
作
風
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
③
足
ホ
ゾ
の
構
造
的
特
徴
が
同
じ
で
、
同
工
房
で
制

作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
等
か
ら
、
元
々
は
三
尊
形
式
（
釈
迦
如

来
・
迦
葉
・
阿
難
）
で
造
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
．
、

　
釈
迦
如
来
と
迦
葉
・
阿
難
の
一
．
一
尊
形
式
は
、
中
国
に
多
く
見
ら
れ
、
鎌

倉
期
に
は
日
本
で
も
禅
宗
系
の
寺
院
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
禅
宗
寺

院
の
創
建
当
初
の
本
尊
が
残
る
例
は
少
な
い
が
、
中
で
も
現
在
、
京
都
・

東
福
寺
に
安
置
さ
れ
る
三
尊
は
文
永
年
間
（
一
二
六
四
～
一
二
七
五
年
）

の

像
と
見
ら
れ
る
。

　

日
蓮
宗
寺
院
に
お
い
て
は
、
現
在
の
勧
請
形
式
（
H
蓮
の
宗
教
世
界
を

表
し
た
十
界
曼
茶
羅
を
元
に
形
成
す
る
立
体
曼
茶
羅
世
界
）
の
ほ
か
に
、

釈
迦
如
来
像
を
独
尊
も
し
く
は
四
菩
薩
と
共
に
勧
請
し
て
い
た
の
で
は
な

い

か

と
推
測
さ
せ
る
資
料
に
つ
い
て
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
迦

力

葉
・
阿
難
を
伴
う
「
生
身
の
釈
迦
」
を
勧
請
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
資
料

や

記

録
を
、
現
段
階
で
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
．
、

　

本
像
の
胎
内
よ
り
発
見
さ
れ
た
三
種
類
の
記
録
の
内
、
内
創
の
思
書
と

経
巻
の
年
代
と
木
札
の
年
代
に
約
．
一
〇
年
の
開
き
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の

年
月
の
間
に
本
像
と
．
．
躰
の
僧
形
像
一
具
が
他
寺
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
客

仏

で

あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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【
写
真
2
5
】
老
僧
像
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シ
■
習
ぞ

／

顕が年7渡

→

【
写
真
％
】
若
僧
像

、

．
／
　
”
”
－
y

η
、
ノ

〆

　
凝
一
騨
鷺



【
四
】
日
蓮
宗
寺
院
に
見
ら
れ
る
類
例

　
胸
部
に
特
殊
な
記
号
を
持
つ
像
は
、
現
時
点
ま
で
で
日
蓮
宗
寺
院
に
の
み
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
類
例
を
挙
け
る
。

1
山
梨
・
本
遠
寺
　
木
造
釈
迦
如
来
立
像

　
　
　
文
永
二
年
（
一
．
、
六
六
年
）
法
橋
覚
慶
作

　
　
　
像
高
九
七
・
八
㎝

　
　
　
施
無
畏
与
願
印
で
両
手
先
掌
に
法
輪
の
陰
刻
あ
り

11’
三
．

身
延
町
・
久
遠
寺
身
延
文
庫

　
江
戸
時
代

　
畑
隊
古
同
’
F
几
－
P
’
　
．
O
㎝

　

両
手
先
は
合
掌
す
る

木
造
如
来
坐
像

身
延
町
・
松
井
坊
　
一
塔
両
尊
（
釈
迦
如
来
坐
像
）

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
年

理
銘
が
あ
る
。

像
高
二
二
・
三
㎝

両
手
で
定
印
を
む
す
ぷ

）
た

だ

し
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）

山
門
安
置
人
造
釈
迦
如
来
L
“
像
修
復
に
関
す
る
報
告
⌒
笹
岡
）

の
修

四
．

六
．

京
都
市
・
本
法
寺
　
木
造
釈
迦
如
来
坐
像

　
鎌
倉
時
代

　
u
隊
：
：
同
ピ
几
．
．
・
卜
」
㎝

　
施

無
畏
与
願
印
で
両
手
先
掌
に
法
輪
あ
り

鴨
川
市
・
誕
生
寺
　
木
造
釈
迦
如
来
立
象

　
像
高
斤
一
．
一
・
八
㎝

　
施
無

畏
与
願
印
だ
が
両
手
先
掌
に
法
輪
は
見
ら
れ
な
い

厚
木
市
・
妙
伝
寺
　
木
造
釈
迦
如
来
立
象

　
江
戸
時
代
　
丈
六
像

　
施
無
畏
与
願
印
で
両
手
先
掌
に
法
輪
あ
り

お
わ
り
に

　
平
成
一
九
年
に
修
復
の
完
了
し
た
藻
原
寺
所
蔵
の
釈
迦
如
来
立
象
は
、
現
在

山
門
上
に
千
体
仏
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
、
特
殊
な
像
容
や
造

形
性
だ

け
で
は
な
く
、
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
様
々
な
資
料
や
、
像
と
同
じ
安

置
場
所
に
見
出
さ
れ
た
二
躰
の
僧
形
像
と
の
関
わ
り
な
ど
、
歴
史
的
に
見
て
と

て

も
貴
重
な
像
で
あ
る
。
口
蓮
宗
寺
院
に
の
み
確
認
で
き
る
特
殊
な
記
号
を
有

す

る
だ
け
で
な
く
、
模
刻
と
し
て
造
立
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
像
が
、
本
山
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
一



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
先
（
第
、
．
ー
五
号
」

の

寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
由
縁
が
興
味
深
い
．
、
近
々
の
研
究
で
、
同
様
記
号
を
¢

す

る
像
の
存
在
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
当
研
究
室
で
も
、
引

き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
．
、

［
’
“
］
　
［
本
朝
大
佛
師
正
統
系
圖
井
末
流
」
（
『
美
術
研
究
第
一
一
号
』
昭
和
七

　
　
　
年
一
一
月
）

［
2
］
根
立
研
介
著
『
日
本
中
世
の
仏
師
と
社
会
』
（
塙
書
房
・
平
成
一
八
年

　
　
　
五
月
）

［
3
］
『
仏
教
考
古
学
事
典
』
（
編
者
　
坂
詰
秀
一
・
平
成
一
五
年
初
版
）
よ
り
、

　
　
　
”

万
字
”
の
項
R
（
三
八
五
頁
）
に
本
像
の
胸
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

　
　
　
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
．
．

［
4
］
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
第
二
巻
』
（
編
集
ー
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研

　
　
　
究
所
・
平
成
三
年
改
訂
増
補
第
一
．
刷
）

参
考
資
料

’

『
日
本
の
美
術
5
0
7
』
（
執
筆
編
集
‘
－
浅
見
龍
介
・
至
文
堂
・
平
成
二
〇
年

　
八
月
）

・

『
日
蓮
宗
寺
院
大
観
』
（
編
集
1
1
日
蓮
宗
寺
院
大
観
編
集
委
員
会
　
昭
和
五
六

　
年
一
月
）

・
F
r
平
成
一
六
年
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
（
編
集
h
身
延
町
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1
1
四

員
会
　
平
成
一
六
年
三
月
）

・
『
天
津
小
湊
の
神
仏
像
調
査
報
告
E
口
」
　
（
編
集
1
1
天
津
小
湊
町
　
平
成
一
六
年

四
月
）

・
『
大
日
蓮
展
」
図
録
（
編
集
け
東
京
国
立
博
物
館
・
平
成
一
五
年
一
月
）

・
『
特
別
展
・
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
」
図
録
（
編
集
卜
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・

平
！
i
f
l
　
’
　
1
年
l
O
月
）



　

　

　
正
保
二
歳

し
条大

佛
師
兵
部
衛
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作
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十
月
吉
日
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山
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安
置
木
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釈
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如
来
ぴ
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修
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に
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報
告
へ
笹
岡
）
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胎内納入品①（墨書板）資料2

　
　
今
此
三
界
皆
是
我
有

　
　
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

南
無
妙
法
蓮
華
・
経
南
無
稗
迦
牟
尼
佛

　
　
而
今
此
庭
多
諸
患
難

　
　
唯
我
一
人
能
爲
救
護

尊
像
造
立
施
主

藻
源
常
在
山
妙
光
寺
第
廿
一
世

延
賓
三
太
θ
卯
年
七
月
十
五
日
日
年
（
花
押
）

伊
阿
弥
宗
順

　
　
　
　
　
由
與
余
有
旧
　
懇
之
親

同
姓
角
之
蒸

　
　
　
　
　
勧
而
令
納
當
山
者
也

如
來
如
實
知
見
三
界
之
相
等
ム
云

　
宝
暦
五
亥
歳
十
二
月
日
善
了
代
納
者
也

嚢
藷
難

　
　
　
　
メ
　
く
　
ざ

掛
轟
撚

細
象
寮

　
蜜
簿



資料3　胎内納入品②（紙製品）

　
　
　
　
び
に
　
イ

　

i
　
p
t
　
S
F
　
f

f
で
ぽ
ク
み

吹
績
亡
．
抵
ザ

i
f
　
t
h
　
7
k
e
’
　
t
．

亨
乳
ニ
ゼ
兵

　
　
　
ど
手
ふ

ぽ
の
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
メ

借

素

芝
ち
」

沌

百
峨
ふ
培

痴

詫
告

L
汰

注
乖

ヂ．

〃
’

内
±
罵
江
1
4

A
矢
活

t
オ

へ

賊

“

苦
v

体
ぺ
、
茎
竺

庁
チ
示
伺
ぷ

tr

K

ち
：
ゴ

e
　
a
y
“
　
）
“
ま

皐

オ
ー
　
J
“
，
n

芸
三
破

且

二
宇
t

直
蓬
ρ
垣
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ロ
ド

卒

V
f
．
。
ド
ム

た

司

ば

鰍

力

メ

ィ
乎
バ
．
”

　
　
　
　
　
　
　
　
（
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
）
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今
此
三
界
皆
是
我
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［　
］

南
無
妙
法
蓮
華
・
経
御
開
眼
経
　
　
日
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
讃

　
　
　
　

而
今
此
庭
多
諸
患
難

　
　
　
　
　
　
　
　
唯
我
一
人
能
爲
救
護

（花
押
）

　
　
　
　
寛

永
十
九
年
壬
午
八
月
日

（稗
）［］
迦

佛
造
立
沙
　
延
山
　
人
飯
高
末
學
所

山
門
安
置
木
造
釈
迦
如
来
ぴ
．
像
修
復
に
関
す
る
報
小
日

二
川
価
－

南
無
繹
迦
牟

尼
佛

宝・ヨ

・∵委

　　、＜

　　き

　　ξ

二§

き
黛
i　，ij

κ
L
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